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１．技術等の概要 

本提案の概念図を右図に示す．本提案

は，建屋山側の広域エリアにおいて，雨

水が段丘堆積物を通じて中粒砂岩層へ浸

透していると言われている事象を抑制す

ることを目的としている．建屋近くは，

高放射線量環境であることを考慮して，

空中からポリウレタン，高分子吸収材，

吸水性粘土材料など，雨水と接触するこ

とにより，水和し遮水性を発揮する材料

を空中散布するとともに，無人のリモコ

ンコンポーザー等を活用して段丘堆積物

に混合するというものである． 

空中散布する遮水材に人工的なものを

使用する場合，放射線環境において，劣

化が激しい場合も考えられる．また，空

中散布では，不確実なことも考えられる

ことから，定期的に，繰り返し，上記の

空中散布と無人リモコンコンポーザーに

よる堆積物との混合ができるようにする必要がある． 

２．備考 

・開発・実用化の状況 

空中散布の確実性を向上させるための技術や無人リモコンコンポーザーによる混合施工

技術などは，開発されるべき技術であり，既存の技術では，現段階では，難しいかもし

れない．しかし，活用できる基本技術（ロボット技術など）は，存在すると思う． 

・開発・実用化に向けた課題・留意点 

空中散布の確実性を向上させるための技術や無人リモコンコンポーザーによる混合施工

技術などを解決する必要がある． 

・その他 

遠隔リモコン技術などは，特許があるかもしれない． 

段丘堆積物を通じ，比較的透水性の高い中粒
砂岩層への雨水の浸透を防止を目的とする．

ポリウレタン
高分子吸収材
吸水性粘土材料
（できれば，顆粒状
のもの，粉体状）

GPSによる位置測定のでき
る無人遠隔可能な建設ブ
ルドーザーによる巻出し
や無人遠隔可能なコン
ポーザーににより，上部
から噴霧されるポリウレ
タン・高分子吸収材・吸
水性粘土材料を段丘堆積
物と混合する．
その後，雨水と接触する
ことにより，水和し遮水
機能が発揮され，その後
の雨水浸透の抑制が可能
となる．

無人遠隔可能なダンプト
ラックによるポリウレタ
ン，高分子吸収材，吸水
性粘土材料を顆粒状もし
くは粉体状で搬入可能で
ある．

ポリウレタン，高分子吸収
材，吸水性粘土材料は，雨
水と接触することにより，
水和し遮水性を発揮する．
これにより，段丘堆積物か
らの雨水浸透を抑制する．
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